
「誰もが安心して暮らすことができる福祉でまちづくり」

社会福祉法人 紫波町社会福祉協議会
岩手県紫波郡紫波町二日町字古舘356ー1 紫波町総合福祉センター内
TEL：019ー672ー3258　FAX：019ー672ー5039
e-mail：shiwa-shakyo@ce.wakwak.com
ホームページ：http://www.shiwa-shakyo.or.jp/
facebook：https://www.facebook.com/siwashakyo/

HPはこちらから▼

FBはこちらから▼

 令和５年４月３日　虹の保育園 入園式

虹の保育園は新入園児26名を迎えました。

年長児クラスの子どもたちが新入園児の前で、ダンスを元気いっぱ

い踊りました。

これから友だちとたくさん遊んでたくさん給食を食べて、楽しい保

育園生活を過ごしていきましょう。
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　社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らすことのできる、福祉のまちづくりを推進することを

使命としております。本会も、『みんなで助け合い誰もが安心して暮らすことのできる福祉でま

ちづくり』を基本理念とし、令和５年度から始まる第２次紫波町地域福祉活動計画を基に地域福

祉を推進する中核的な団体として、助け合い・支え合える地域コミュニティづくり、困りごとを

受け止める総合相談体制づくり、災害時にも安心・安全な支え合いのまちづくりを目指し、町民

が思いやりとつながりをもち共に支え合い、住み慣れたまちで、いつまでも安全で・安心して自

立的生活ができる地域社会の創造に向け、その取り組みを進めてまいります。

　近年、急速に進む少子高齢化と核家族化、生活の多様化などにより、生活課題は複雑化してき

ています。国は地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら暮らすことの出来る「地域共

生社会」の実現に向け、「我が事・丸ごと」の地域づくり・包括的支援体制の整備に向けた指針

を示されました。本会も地域の皆様と町とも連携、協力して、地域における支援体制の仕組みづ

くりの支援をしてまいります。

　介護保険事業は、介護人材の確保及び育成を進め、住み慣れた地域で安心して暮らせる事業と

して一層のサービス向上に努めてまいります。

　虹の保育園は、公私連携型の社会福祉法人立保育園として、個々の発達を大切に支援し子育て

拠点として、恵まれた自然環境のなか地域との連携を深め運営をいたします。

　けやき学園とさくら製作所については、障がい者が仕事をすることで地域社会において自立し

た生活ができるよう取り組みます。

　本会の安定した事業運営とするため、財源確保と効率的事業推進に努めるとともに、職員の資

質向上を図り、住民から信頼される法人運営確保に努めてまいります。

1 基本方針

・地域課題に取り組む町民や関係者と協力し、共に支え合
い「様々な生活課題」解決に努めます。

・町や社会福祉法人等と連携し、新たな支える仕組みづく
り第２次紫波町地域福祉活動計画推進を目指します。

・各種在宅支援事業を効率的に町民主体のサービスとして
提供するため、町と連携し推進します。

・生活困窮者の困りごと支援を県社協や関連団体と連携し
包括的な生活安定支援に努めます。

・参画と協働による地域ニーズを反映したたすけあい運動
の共同募金運動を協力推進します。

・事業毎に経営と外部環境を把握し経営を行います。

・職員の資質向上のため各種研修会へ参加し、対話を基本
に目標を共有します。職員の健康管理に努めます。

2 重点目標

１ 共に支え合う地域福祉活動
ボランティア活動支援

１ 共に支え合う地域福祉活動
ボランティア活動支援

２ 在宅福祉サービスの充実
強化と町受託事業の推進

２ 在宅福祉サービスの充実
強化と町受託事業の推進

３ 社会福祉協議会基盤の充実
強化と職員定着と育成

３ 社会福祉協議会基盤の充実
強化と職員定着と育成

令和５年度
社会福祉法人紫波町社会福祉協議会 事業計画
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日常生活自立支援事業
　高齢の方や障がいを持った方が地域で安心
して生活が送れるよう日常的金銭管理などを
行う事業です。

ふれあいフェスタ
　障がい者と健常者が交流を深めるための「福
祉まつり」の開催

虹の保育園の運営
　平成16年から運営を開始し、平成31年度よ
り公私連携型保育園として社会福祉法人紫波
町社会福祉協議会虹の保育園を運営します。
　0歳児（満6ヶ月以上の乳児）～5歳児までを
預り、通常保育の他、一時保育や休日保育も
実施しております。
【問合せ先】虹の保育園 電話：673ー7307

地域子育て支援センター受託事業
　虹の保育園に併設しており、受託事業とし
て運営しています。
　就園・就学前の乳園児を持つ親と子の交流
の場の提供と交流の促進、子育てに関する相
談・援助を行っています。
　【問合せ先】
　　　支援センター　電話：673ー7609

居宅介護支援事業（ケアプラン作成）
　介護保険を利用する方やご家族のご
要望をお伺いし、適切なサービスを利
用できるように支援し、介護に関する
様々な相談に応じ、介護サービス計画
の作成等を行う事業です。

訪問介護事業（ホームヘルパー派遣）
　介護保険における要介護・要支援認
定者や障がい者、事業対象者へ訪問介
護サービスを提供する事業です。

配食サービス事業
　満65歳以上の一人暮らし老人及び概ね75歳
以上の高齢者世帯を対象に、毎週金曜日、お
昼におかずのみをお届けする事業です。

さくら製作所の運営（就労継続支援事業所）
　障がいにより一般企業での就労が難しい方、
仕事をすることで社会的自立を目指したい方に
対し、働く場所を提供する施設です。
　メール便配達作業や品物の箱詰め作業の他、
軽作業を行っています。
　【問合せ先】
　　　さくら製作所　電話：672ー5038

けやき学園の運営（就労継続支援事業所）
　18歳以上の主として知的障がいを伴い、雇
用されることの困難な方が利用しています。
　障子、襖、網戸の張り替えやタオル、手拭い、
Ｔシャツなどのプリント作業を行っています。
　【問合せ先】
　　　けやき学園　　電話：672ー1266

移送サービス事業
　車いす利用者が通院などに利用できるサー
ビスです。事前に登録が必要です。
【登録窓口】
　　・利用者が65歳未満の場合
　　　　………役場 健康福祉課 福祉係
　　・利用者が65歳以上の場合
　　　　………役場 長寿介護課 高齢者支援係

お問い合わせ ▶ 紫波町社会福祉協議会　電話：672ー3258まで

下記の事業を実施する予定です下記の事業を実施する予定です下記の事業を実施する予定です
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会費収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９,９７５千円
寄附金収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２０千円
補助金収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４,２４４千円
受託金収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５,６４１千円
貸付事業収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００千円
介護保険事業収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・６９,３１２千円

保育事業収入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３８,４０１千円
就労事業収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３,５５０千円
障害福祉事業収入 ・・・・・・・・・・・・・・・１２２,７９２千円
その他事業収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８,４１１千円
区分間繰入金収入 ・・・・・・・・・・・・・・・ ９,４１６千円
前期末支払資金残高 ・・・・・・・・・・・・・１５４,９５７千円

　紫波町社会福祉協議会は、皆様のご協力により昨年度も福祉事業を滞りなく展開できましたことを心か

ら感謝申し上げます。令和５年度も住民主体を基本に町民に寄り添い「みんなで助け合い誰もが安心して

暮らすことができる福祉でまちづくり」を積極的に推進してまいります。

　今年度も地域福祉事業を推進するため、紫波町社会福祉協議会会費につきまして、皆様のご協力をよろ

しくお願いいたします。

　１　会　　費　　１世帯　１,０００円
　２　依頼時期　　７月下旬に行政区長様を通じて納入のご協力をお願いする予定です。
　３　目 標 額　　９,９７５千円
　４　事　　業

会費のご協力について会費のご協力について令和５年度紫波町社会福祉協議会

地域福祉推進費用（ボランティアセンター事業、金婚を祝う会事業、

表彰関係、広報啓発費用、サロン活動、法人連携推進事業等）

総合福祉センター管理費等

ふれあいフェスタ開催及び福祉団体連携費用等

地区社会福祉協議会運営費用等

福祉活動推進資料印刷等

在宅福祉推進事業（移送サービス等）

資金貸付事業費等

《 収入 》　６２７，３１９千円

人件費支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３４４,２８４千円
事業費支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５０,９６０千円
事務費支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５８,４９８千円
就労支援事業支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１４,３１０千円
貸付事業支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１００千円

助成金支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６,５２４千円
その他事業支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３,３８０千円
施設整備等支出 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０,４５０千円
積立資産支出等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３,１４０千円
当期末支払資金残高 ・・・・・・・・・・・・・１２５,６７３千円

《 支出 》　６２７，３１９千円

令和５年度 法人全体当初予算額（前年度比48,188千円減）令和５年度 法人全体当初予算額（前年度比48,188千円減）

３,９６２千円

２,５６４千円

１,８６２千円

１,１３０千円

２００千円

１５７千円

１００千円
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　保育所などに入る前のお子さんを育てる人なら誰でも参

加できます。各ひろばとも事前に申込みが必要な場合もあり

ます。また、事情により開催日の変更等ありますので、電話で

確認して下さい。（各ひろば、参加費を徴収します）

★フリーひろばとは、プログラムを用意せず、会場と遊具を開放し自
由に過ごしてもらう日です。 開催場所／連絡先：古館公民館 ☎ ６７６－２３２３

開 催 日／

ひよこひろばひよこひろば

※○の日は、フリーひろばです。

開催場所／連絡先：赤石公民館 ☎ ６７６－３９９９

開 催 日／
なかよしひろばなかよしひろば

連 絡 先
水分公民館 ☎ ６７３－８２２２ 志和公民館 ☎ ６７１－７１１２

開 催 日／

開催場所

にこにこひろばにこにこひろば
4月20日　5月18日　  6月15日　  7月  6日
8月  2日　9月  7日　10月  5日　11月  9日
12月  7日　1月18日　  2月15日　  3月  6日

志和公民館、水分公民館ほか
※開催日によって、開催場所が異なるので、事前に電話にて確認してください。

来てください
！

気軽に遊びに

令和５年度

子育て支援グループ活動日のご案内

  4月21日・ 28 日
  6月16日・ 23 日
  8月18日・ 25 日
10月20日・ 27 日
12月 8 日・ 15 日
  2月 9 日・ 16 日

  5月19日・ 26 日
  7月21日・ 28 日
  9月15日・ 22 日
11月17日・ 24 日
  1月19日・ 26 日
  3月15日・ 22 日

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○

4月26日　5月24日　  6月28日　  7月26日
8月  9日　9月27日　10月25日　11月22日
12月20日　1月  9日　  2月28日　  3月13日

日常の暮らしの中で困っている事はありませんか。
一人で悩まず一緒に考えていきましょう。

相談支援員がお話を伺い、解決に向けたプラン
を一緒に考えます。

◆ 生活が苦しいので、家計を見直したい…
◆ 水道・電気・ガス等止められそう…
◆ 仕事がなかなか見つからない
◆ 家族間で問題を抱えている
 （進学・借金・ひきこもり等）
◆ ご近所で心配な方がいるんだけど…etc

● 直接、窓口に来所しての相談 （事前にご連絡ください）
● お電話での相談　● ご自宅などにお伺いしての相談

ご相談の流れ

いわて県央生活支援相談室
電　　話　０１９ー６３７ー４４７３
受付時間　月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５
※相談は無料です。 ※個人情報は厳守します。

いわて県央生活支援相談室
（社会福祉法人岩手県社会福祉協議会）

■ お問い合わせ・相談窓口

月　　日 月　　日
４月14日(金) 10 月 13 日(金)

※ 4月25 日(火) ※10 月 24 日(火)
５月15 日(月) 11 月 15 日(水)
※５月30 日(火) ※11 月 28 日(火)
６月15 日(木) 12 月 15 日(金)

※６月26 日(月) ※12月 19日(火)
７月 14 日(金) １月 15日(月)
※７月24 日(月) ※  １月 30日(火)
８月 15 日(火) ２月 15日(木)

※８月 29日(火) ※  ２月 27日(火)
９月15 日(金) ３月 15日(金)
※９月26 日(火) ※  ３月 19日(火)

特設相談日予定
　10：00 ～15：00

特設相談日予定
　10：00 ～15：00

令和５年度
ふれあい相談所開設日程

令和５年度
ふれあい相談所開設日程

開 設 日／一般相談（人権擁護委員）13：00～15：00
　　　　　弁護士相談（要予約）　　10：00～15：00
　　　　（村井　三郎 弁護士）
相談場所／紫波町総合福祉センター
問 合 先／紫波町社会福祉協議会
 電話 019-672-3258　ＦＡＸ 019-672-5039
 〒028-3304　紫波町二日町字古舘356-1　

※印は弁護士相談日
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●ご  寄  付
㈱アウトレジャー 様 …………………………… 100,000円
紫波ライオンズクラブ 様 ……………………… 50,000円
紫波町ボランティア連絡協議会 様 ……………… 50,000円
匿　　名 …………………………………………… 2,000円
㈱伊藤園 様 ………………………………………… 36,382円
みちのくコカ・コーラボトリング㈱ 様 
　　　　　　　  　  　　　ジュース、コーヒー飲料96本
匿　　名 ………………………………………………… 食品

匿　　名 ……………………………………… 食品・日用品

６

お知らせ

　社会福祉協議会では令和５年４月１日付で紫波
町より派遣職員１名、本会職員４名を採用しまし
たのでお知らせします。

職員紹介職員紹介職員紹介

居宅介護支援事業所
介護支援専門員 菅原 優子

事務局
事務局長 谷地舘 勝

虹の保育園
保育士 岩崎 亜美

さくら製作所
サービス管理責任者 阿部 知枝

虹の保育園
事務員 高橋 彩乃

紫波町社会福祉協議会  電話：019-672-3258◆電話番号が記載されている欄についてはそちらにお問い
合わせください。それ以外のお問い合わせは

ご寄付ありがとうございます
　3月16日（木）、イベント機材レンタルの㈱アウトレジャー様
より、小塚代表取締役、平子田取締役会長、八屋取締役部長が
来所され、本会の社会福祉活動に対しご寄付戴きました。

▲左から、 八屋様  平子田様  小塚様
本会近藤会長 石亀副会長 細川副会長

　㈱アウトレジャー様
とは令和３年11月29
日（月）に本会と災害時
におけるレンタル機材
の提供に関する協定を
締結しております。
　ご寄付は、災害時の
ボランティアセンター運
営及び必要な資機材購
入等に活用させていた
だきます。

フードパントリー（食糧支援）への
ご協力について

紫波町社協では、ＮＰＯ法人フードバンク岩手と連携し「たん
ぽぽ食堂（子ども食堂）」を運営しており、皆様から食料品等のご
寄附をいただき、無料配布する取組みを行っております。令和
４年度はたんぽぽ食堂を６回とフードパントリーを６回、合計１２
回開催し２７世帯延べ５２０名が利用しました。
　令和５年度も必要なご家庭に必要な支援が届くように継続し
て活動を行ってまいりますので、ご支援・ご寄附のご協力をお
願いいたします。

●受付可能なご寄附の内容
・食材（缶詰、お菓子、スープ、レトルト食品、調味料、お米、
インスタント食品）

・日用品（洗剤、箱ティッシュ、トイレットペーパーなどの生
活用品）

・旬の果物や野菜（ただし、開催日によっ
て受付できない場合もございます）

●受付できない食品等
・生鮮食品や賞味期限が１か月未満のも
のや賞味期限が記載されていないもの

・開封しているもの
・精米から２か月以上経過したお米

※誠に勝手なお願いではございますが、食への安全を第一に考えての支援とな
りますので、受付可能なご寄附の内容についてご理解を頂けますと幸いです。

感染対策を講じながら集合型の
たんぽぽ食堂を行いました

フードパントリーで配布した食料品

紫波町の福祉事業所紹介
社会福祉法人　紫波会

　社会福祉法人紫波会は、昭和６３年８月に設立、今年で３
５年です。特別養護老人ホームを中心に、通所介護2事業所、
グループホーム１ユニット、居宅介護支援事業等と紫波町施
設２か所を指定管理しています。
　特に通所介護事業では、あづまね温泉デイサービスでの
温泉を利用した入浴、にいやま荘デイサービスでは今年度
からあん摩マッサージ師を配置し、利用者に喜んでいただ
けるよう配慮しています。
　今後とも「個人の尊厳を守り、人間愛を持ち続け、地域と
共に歩む」の経営理念のもと、末永く地域の福祉向上に努め
てまいります。

社会福祉法人紫波会では下記の活動をしています
特別養護老人ホーム・通所介護・居宅介護支援事業所

グループホーム・介護予防支援事業
高齢者生活福祉センター・温泉保養施設

お問い合わせ先
◇ 社会福祉法人 紫波会  紫波町桜町字三本柳46-1
　　TEL：019-676-5777
　　FAX：019-676-5857
　　ホームページ：https://shiwakai.jp/

デイサービスでは創作のレクをしています ヨイショ！ボールを投げてピンを倒します

にいやま荘（特養）を中心とした施設の全貌




